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,,Budden brooks“ のデータ化とその索引

作成について

樋 ロ 忠 治

このたび ThomasMann全集 (S. Fischer版 1974)の第 1巻 `̀Buddenbrooks" (7 5 0頁）の

デーク化を終え、これを用いて索引作成プログラムによる索引を作成した。ここにその概要を紹介する

ことにしたい。これは文学研究、言語研究のための二次資料の作成が容易になったという点で大きな意

味をもつものと考えられる。

1. データ

ドイツ語の場合、名詞の頭文字を大文字にする習慣があるため、この点を考慮した。また 6は SS

で表わすこともできるが、区別したい場合を考慮して、この文字は¥記号によって表わした。またウ

ムラウトは一般的に印字が使用できないので＝ （等記号）によって表わした。しかし、これらの記号

は必要に応じて変更することができる。

デークは 80欄カード形式をとった。第 1欄から第 75欄までにテキストを入れ、第 76欄から第

7 8欄までに頁数、第 79欄および第80欄に行数を入れた。

この全集本では 1頁に最大 36行が印刷されている。部および章の表示部分は省いて本文のみとし

た。こうした場合、行数は飛んでいる。

デークの取り扱い上、各部ごとに分けてデークセットとしている。すなわち全体は 11部からなっ

ているので、 11のデークセットに分けて格納されている。これらのデークは必要に応じて、他の利

用者のために複製することができる。

デークはカードの形で読み込むこともできるし、すでに記憶装置に格納されているデークを利用す

ることもできる。カードや磁気テープのような形で保存、運搬することができることはいうまでもな

し‘o

デークを作成する場合、語と語、あるいは語と記号の間には空白を必ず置かなければならない。例

えば anとan,とは別々の語形と見なされる。空白は 1ヶでも 2ヶでも同じである。語の長さは 25 

文字までとしているが、実際にデークを作ってみて、これ以上のものはこく僅かであることがわかっ

た。また索引としての性質上、 26文字目以上を省略しても目的を達することができる。

テキストの 1行は例外的な場合もあるが、だいたい75欄までに収まる。分綴されている語はその



30 

まゞでは 2語として扱われるから、何れかの行に分級しない形で収める必要がある。このような場合、

まれK7 5欄までに収まらないことがあるが、ページ数だけの索引をつくるのであれば（行数を無視

するのであれば）、行をずらせること忙よって解決でぎる。

デーク作成に用いたコード一覧

コード

a ~ z→A~Z  ？ → ？ 

P →$  （¥) [gro~ • GRO$] → ! 

a → =A [Walder→ <W=ALDER] → 

6 → =0 [ol→ < =OL] → 

u → =U [iiber→ =UBER] > < →"  
大文字記号 (<) < A [Arbeit→ <ARBEIT] ＞ く→ ＞ ＞ 

→ ー→ー

→ ー~ →十

(2 5文字以上の単語は除外した。また分級はせず、何れかの行に入れた。下の例では印刷の都合上、

空白がつまっている。）

DIE <KONSULIN<BUDDENBROOK, NEBEN IHRER<SCHWIEGERMUTTER 910 

AUF DEM GERADLINIGEN, WEI¥LACKIERTEN UNO MIT EINEM GOLDENEN 911 

<L=OWENKOPF VERZIERTEN<SOFA, DESSEN<POLSTER HELLGELB=UBERZOGEN 912 

WAREN, WARF EINEN <BLICK AUF IHREN <GATTEN, DER IN EINEM <ARMSESSEL 913 

BEi !HR SA¥, UNO KAM IHRER KLEINEN<TOCHTER ZU <HILFE, DIE 914, 

DER <GRO¥VATER AM <FENSTER AUF DEN<KNIEN HIELT. 915 

" <TONY " SAGTE SIE " ICH GLAUBE. DA¥ MICH <GOTT + " 916 

UND DIE KLEINE <ANTONIE, ACHTJ=AHRIG UND ZARTGEBAUT, IN EINEM 917 

<KLEIDCHEN AUS GANZ LEICHTER CHANGIERENDER<SEIDE, DEN H=UBSCHEN 918 

<BLONDKOPF EIN WENIG VOM <GESICHTE DES <GR0¥VATERS ABGEWANDT, 919 

BLICKTE AUS IHREN GRAUBLAUEN<AUGEN ANGESTRENGT NACHDENKEND 920 

UNO OHNE ETWAS ZU SEHEN INS<ZIMMER HINEIN, WIEDERHOLTE NOCH 921 

EINMAL: " WAS 1ST DAS ", SPRACH DARAUF LANGSAM : " ICH GLAUBE, 922 

DA¥ MICH <GOTT ", F=UGTE, W=AHREND IHR <GESICHT SICH AUFKL=ARTE, RASCH 923 

Hl_NZU : " + GESCHAFFEN HAT SAMT ALLEN<KREATUREN ", WAR PL=OTZLICH 924 

AUF GLATTE <BAHN GERATEN UND SCHNURRTE NUN,GL=UCKSTRAHLEND UNO 925 

UNAUFHALTSAM, DEN GANZEN <ARTIKEL DAHER, GETREU NACH DEM<KATECHISMUS 926 

, WIE ER SOEBEN, <ANNO 1835, UNTER <GENEHMIGUNG EINES 927 

HOHEN UNO WOHLWEISEN <SENATES, NEU REVIDIERT HERAUSGEGEBEN 928 

WAR. WENN MAN IM <GANGE WAR, DACHTE SIE, WAR ES EIN <GEF=UHL, 929 

WIE WENN MAN IM<WINTER AUF DEM KLEINEN<HANDSCHLITTEN MIT 930 

DEN <BR=UDERN DEN <.JERUSALEMSBERG HINUNTERFUHR : ES VERGINGEN 931 

EINEM GERADEZU DIE <GEDANKEN DABEI, UND MAN KONNTE NICHT EINHALTEN, 932 

WENN MAN AUCH WOLLTE. 933 
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2. デーク作成上の問題点

1) 連続する 2つの複合語の後半が共通な場合などに行われる一方の後半部分の省略は、テキストの

通りにしているが、これは語形のリストとしては不充分であり、やはり、補なっておくほうがよい

と考えられる。すなわち、前後の関連性がなくなった場合には、省略形は意味がわからなくなるか

らである。

2) いわゆる複合動詞のzu不定詞のように 1語として扱われるものは、他のzu不定詞の場合のよう

に2語として扱うべきものであるから、事後処理を必要とする場合がある。

3) 同形異語の場合の区別はできない。例えば、定冠詞、関係代名詞、指示代名詞の der等、語形が

同じものの区別はできない。従ってまた、前置詞、分離前綴りのan等の区別もできない。

以上の、データ作成上の諸問題は必要に応じて、端末操作により修正・変更等を加えることができ

るから、決定的な問題ではないと考えられる。

3. デークの作成

テクストを入カデータとして作成するためには主として次の方法がある。

1) カード

標準的な 80欄カードにパンチする方法である。直接、自分でテクストを見ながら穿孔していく

こともできるし、コーディングジートに書き写したものをパンチャーに穿孔させることもできる。

2) TSS 

オンラインの端末から入力して、直接デークをつくる方法である。大きなテクストを入カデータ

にする場合は、長時間にわたって回線を専有するこの方法は不都合である。

3) OCR 

光学読取装置を用いる場合には一定の形式で特別なコーディング、ンートに書き写したものを読取

るわけであるが、文字の書き方に注意しなければならない。

4. デークの修正

デークの修正はTSS端末の操作によって簡単に行うことができる。修正のみならず、文字や記号の

削除、変更等も容易であるから、この方法によって完全なデークを作ることができる。

デークだけでなく、処理の結果としての出カリストも端末操作によって修正・変更ができるから、

このときに修正することもできる。デークの誤りは発見しにくいが、出カリストの形で見ると誤りは

判り易い。
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5. 処理上の制約

計算機の和用に当っては、それぞれの計算機センクーにおける利用上の規定忙従うことはいうまで

もないが、そのほかデークの大きさ、計算時問などに制限があることを認識しておかなければならな

い。プログラムの性質やデークの量に応じて、どれだけの時間と記憶領城を必要とするのかなどを、

予め知っておく必要がある。参考のために若干の資料を次に示しておく。

表 1

九州大学大型計算機センクーのジョプクラスと制限値

ゾ、'・ ョ_フ, 
領域サイズ CPU時閻 出力 LP枚数クラス

A 1024KB以下 1分以内 60枚以内

B ，， 5分 /1 200 ，, 

C ，， 20分 1， 300 ” 
F 6144KB以下 5分，' 200 ,, 

D （要審査：上記の規模を超えるもの）

表 2

Budden brooks の索引作成に要した時間等

デークの行数 語形数 CPU時間 ジョプクラス

1. Teil 1508 3686 130秒 B 

2. Teil 1466 3842 153秒 B 

3. Teil 2750 5210 266秒 F 
以下略

言語の処理に際しては語のアルファペット順配列をつくることが多いが（頻度計算、索引作成等）、

こうした場合、語形の数はそのま l,.計箕機の制限（記憶領城）に関わることに留意しておかなければ

ならない。もちろん要審査ヽジョブとして承認をうければこの限りではない。

6, デークセット

作成したプログラムやデークはカードの形で保存したり、利用したりするよりも、テークセヽノトと

して計算機の記憶装置（ディスク）や磁気テープ (MT)に格納しておくのが便利である。これらのデ
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ークセットにはそれぞれ識別のための名前をつけておき、計算処理の場合に制御カード1枚でこれを

呼び出すことができる。

記憶されたデークセットはTSS端末によって容易にコピーをとることができるほか、印刷した形で

内容を取り出すこともできる。一般に、甚本的なデークは磁気テープに格納し、必要に応じて直接ア

クセス装置（ディスク）に呼び出す（コピーする）ようにするのがよい。そして、このディスク上の

データを目的に応じてカuIし、使用すると便利である。

7. プログラム

1)頻度計算のためのプログラム

任意のテキスト中に現われるすべての語形をアルファベット順に配列して、その出現頻度を印刷

する。デークは第 1欄から第 75欄までにテキストが入っているものとする。

2) 索引作成のためのプログラム

頁数が 3ケク以内の数字で表わされるものに限る。 1000頁を越えるものは扱えない。 デーク

の頁数は第 76欄から第 78欄に入れる。出力結果は LP用紙を 2ツ折りにして製本できるように

印刷される。

3) 小文字変換プログラム

ドイツ語特有の書き方、すなわち名詞の頭文字は大文字にするという習慣に合わせて、デーク作

成に当って名詞の前に「く」記号を置いているので、この記号の直後の文字のみ大文字とし、他は

小文字とするためのプログラムo デークそのものをこのプログラムによって大小文字にすることも

できるし、索引表や頻度リストに適用してもよい。

プログラムは印刷した形で紹介しても、単なる 1文字、 1記号の誤りで働かないし、新らたに作る

よりもむしろコピーした方が安全であるから、ここにはあげない。利用を希望される向きは申し込ま

れたい。

8. 制御カード

(1) プログラムINDEX・PLIを用いて索引を作成するために必要なカードの配列を次に示す。

1) / / [A豆寧 JOB 也饂 TANAKAl

この1枚目のカードの内容を、ジョブ文という。第 3欄目のAはジョプのクラスを示す。計算時

間が 1分以下であること、出力行数が4000まで、領域が標準 256K.最大1024K(この場合、

REGION= 1024Kと指定する）でなければならない。 Bを指定すれば出力行数が 12000行ま
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でとなり、領域の標準も 512KBとなる（最大値は Aと同じ）。時間は 5分まで。 1234 は利

用者固有の番号。 D1は、／ョプに対して任意につける識別番号であり、 1 6でも 99 でも 2ケク

の数字であればかまわない。次に空白を 2ケ置いて 12欄目からJOBと書く。次に空白を 1ケ置

いて利用者番号 Fl234。 そのあとコンマを置いて登録したベスワード (TANAKA)を書く (8

文字以内）。

2) // EXEC PLIXCLG 

2枚目のカードは実行文と呼ばれ、 PLIのプログラムを翻訳・実行する命令文である。

3) // PLI • SYSIN DD DSN =~ DISP = SHR 

3枚目のカードはデークセットに入っているインデックス作成用プログラム INDEX・ PLIを

呼び出すためのものである。

4) // GO・SYSIN DD DSN=~ DISP=SHR 

4枚目のカードはデークセソトに入っているデータ ABC・ DATAを呼び出すためのもの。

5)// 

5枚目のカードは空文と呼ばれ、ジョプの終りを示す。

以上 5枚のカードを読み込ませることによってデークセットに入っているデーク ABCの索引を

LPに出力させることがでぎる。

(2) 頻度リストをつくるためのプログラム HINDO• FORTを使用する場合の制御ヵード配列

//B123401 JOB F1234, TANAKA 

//EXEC FORT X CLG, PARM・ FORT='OPT (O)' 

//FORT・ SYSIN DD DSN = Fl234 • HINDO ・ FORT,DISP = SHR 

//GO • SYSIN DD * 

20000 

II 

II 

'END 

DD 

DD 

DSN =F1234 • MANNOl ・ DATA,DISP=SHR 

＊
 

//GO・ FT08F001 DD UNIT= WORK, SPACE= (TRK, (50, 50)), 

//DCB=  (REC FM= FB, LRECL = 80, BLKSIZE = 1600) 

//GO • FT09F001 DD UNIT= WORK, SPACE= (TRK, (50, 50)), 

II DCB= (RECFM = FB, LRECL = 80, BLKSIZE = 1600) 

II 
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上にはデータがデータセット (MANNO!• DATA)に入ってじる場合の例を示した。デークをカー

ド形式で入力する場合には、⑥行凶り行を省いて、この部分にデーク・カードを入れる。

⑤行目の20 ODDは処理単語数の制限値。小さなデータならば 10000あるいは 5000でもよい。

“目の ENDはテークの終りを示すダミー・カード。Rと⑧を予めテークの前後に入れておけ

ば、④と⑥は 1枚のカードにしておいてもよい。

<::w=ANDEN 
<W=ORTER 
<W=UNSCHE 
<WACHSEN 
<WACHSGERUCH 
<WAGEN 
<WAHNSINN 
<WAHRES 
<WAISE 
<WAND 
<WANGE 
<WANGEN 
<WANGENKNOCHEN 
<WASCHHAUS 
<W ASSERFLUT 
<WASSERS 
<WECHSEL 
<WEG 
<WEGES 
<WEGLASSUNG 
<WEGER=AUMEN 
<WEI¥WEIN-BOUTEILLE 
<WEIB 
<WEINE 
<WEINH=ANDLER 
<WEISE 
<WEISHEIT 

?
~
l
l
l
l
l
l
l
1
4
1
1
1
1
1
1
1
2
l
l
l
l
l
1
3
5
1
 

W=AHREND 
W=A邸
W=AREN 
W=UNSCHE 
W=UNSCHT 
WAR 
WARD 
WAREN 
WARF 
WARMER 
WARTE 
WARTET 
WARTETE 
WARUM 
WAS 
WASCHBAREN 
WASCHEN 
WAT 
WEDER 
WEI¥ 
WEI¥E 
WEI¥EN 
WEI¥LACKIERTEN 
WEI¥T 

4
6
2
1
1
9
6
7
4
1
2
2
1
4
3
ー

1

1

1

3

6

7

3

1

2

9

2

4

ー

(3) プログラム KOMOJI• FORTの場合

計算結果としての頻度リストや索引の各見出し語を普通の形式、すなわち名詞ならば頗文字だけ

を大文字にして、他はすべて小文字に変換して出力するためのプログラムである。 もちろん、テー

クそのものをこのプログラムによって処理すれば、名詞の頭文字のみを大文字にして、他はすべて

小文字にしたリストを出力する。例えば、出力結果をデークセット XXX• OUTLISTに入れ、そ

れをデータとしてこのプログラムによって処理する場合の制御カードは次のようになる。
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// B003601 JOB F0036, TANAKA, REGION= 1024K 

// EXEC FORTCGO, PARM・ FORT ='NOSOURCE' 

// FORT. SYSIN DD DSN = F0036 • KOMOJI • FORT, DISP = SHR 

// FT08F001 

II 

DD DSN = F0036 • xxx • OUTLIST, DISP = SHR 

この 5枚のカードをカード読取装置から入力すればよいし、あるいは TSS端末から FIBジョプと

して処理依頼してもよい。

9. デークの管理

作成したカード形式のデークは直接アクセス装置（ディスク）に記憶させておくと、そのま上処理

に使用できるので便利であるが、直ちに使用しない場合はなるべく磁気テープに移しておいて、必要

なときにディスクに移すのがよい。ディスクにあまり多くのデークを入れたまりにしておくのは、デ

ィスクの効率的な利用という点からも避けるべきである。

計算結果も一応ディスクに入れ、適当な編集を行った上で、これをテープに移しておけば、同じ計

算を繰り返す必要がないことになる。次にデークの移し方について例を示す。

1) カード形式のデークを直接アクセス装置（ディスク）へ

// Bl23401 JOB F1234, TANAKA 

// EXEC PSCOPY 

// SYSUT2 DD DSN = Fl234 ・ABC・ DATA, 

// DISP = (NEW, CATLG), UNIT= PUB, 

II SPACE= (TRK, {10, 10), RLSE), 

II DCB = {LRECL = 80, RECFM = FB, 

II BLKSIZE = 1200) 

// SYSUTl DD* 

Iカードl
I* 

2) ディスクのデークセットを磁気テープへ

// L123402 JOB Fl234, TANAKA 

// EXEC PSCOPY 

// SYSUTl DD DSN = F1234 ・ABC・ DATA, DISP = SHR 

// SYSUT2 DD DSN = TEKITO, DISP = (NEW, KEEP), 
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I
I
I
I
I
I
 

LABEL= 1, SL), VOL= SER=薗口詞，

UNIT = CLSMT, 

DCB= (LRECL = 80, RECFM = FB, BLKSIZE = 1200) 

3) 磁気テープ (MT)のデークセットを→直接アクセス装置（ディスク）へ

// L囮面 01 JOB F匝画，巴三
// EXEC PSCOPY 

// SYSUTl DD DSN= l戸クセット名~, DISP = OLD, 

// LABEL=（田， SL,,IN), VOL= SER = I通し番号I,

// UNIT = CLSMT 

// SYSUT2 DD DSN = F囮⑲ • |デークセット名I. DATA, 
// DISP = (NEW, CATLG), UNIT= PUB, 

// SPACE= (TRK, (10, 10)), 

// DCB = (LRECL = 80,RECFM = FB, BLKSIZE = 1200) 

II 

1)新らしいデークセット名 ABC をつけてディスクにデークを格納する。 DCB (デーク・コ

ントロール・プロック）の論理レコード長 LRECL =80は120にしておくと TSS端末で

行番号がつけられて、取り扱いが便利になる。

2)磁気テープの使用は利用者自身が取り扱うォープン使用と、センクーで保管し管理するクロー

ズド使用がある。後者の場合、センクーにテープを持ち込み、通し番号を受け取った上で、こ

れを使用することになる。ラベル番号日］はデークセットの格納1原番である。

3) テープからディスクヘコビーする場合には新らしい名前をつけてやる必要がある。もしすでに

同一名のデークセットがディスクにあるとコピーされないので、予め確認しておかなければな

らない。コピーが正常に行われたかどうかは、完了コードが＝ 0000になることで確認され

る。

10. TSS端末

カード形式で計算機に読み込ませるほかに、 TSS端末を用いて直接プログラムやデークを取り扱う

ことができる。端末を利用するためには、その利用の仕方を予め十分理解しておく必要があるが、

FIB、ジョプのためだけであれば若干の知識で利用することができる。

計算結果を直ちに印刷された形、あるいはスクリーン上で必要とする場合を除けば、一般的には出

力結果を再びデークセットとして記憶装置に入れ、必要に応じてこれを取り出すようにすれば、同じ
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計算を反復する無駄が省かれる。この場合、 FIBジョプならば、 OUTPUTコマンドで PRINT(デ

ークセット名）とすれば新しいデークセットが出来る。このデークセットから不必要なメッセージ等

を削除して、必要な内容だけに編集しなおしておけばよい。

READY 

OUTPUT ヒ PRINT (XYZ) 

TSSからジョプのキャンセルをする場合には次の方法がある。

1) 計算の途中で

READY 

CANCEL Iジョプ名I R 
2) 出力待ちの段階で

READY 

R 

OUTPUT ［ジョプ名| DEL R 
不要なデークセットの消法

READY 

DEL Iデークセット名I R 

11.デークの編集

いったんデークセットに入れられたデーク（テキスト）はTSS端末の操作によって自由に編集し

なおすことができる。デークの修正、変更、削除、追加、複製などはきわめて容易である。次に、そ

の機能のうち最も基本的でかつ必要なものを若干示しておくo READYモードで用いるコマンドと、

EDIT モードで用いるコマンドに分けて示す(Rはリクーン・キーあるいは復改キー）。

A) READYモードのコマンド

1) デークセットを編集する場合の呼び出し。

READY 

EDIT ABC DATA @ 

2)デークセットのコピーを作る。 (ABCのコビー、 CBAをつくる）。

READY 

COPY ABC CBA R 

デークセット・クイプ、論理長等を変更する場合もこのコマンドを用いる。

R 
COPY ABCD • OUTLIST DCBA • DATA B{l200) L(80) REC(FB) @ 
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B) EDITモードのコマンド

1)文字（列）の検索（例えば、AUFを見つける）。 この場合、 VERIFY コマンドを用いると、

その文字（列）を含む最初の行が表示される。

EDIT 

FIND / AUF / R 

EDIT 

V 

EDIT 

FIND / AUF / 

R 

R 

ひき続いて同じ文字（列）を探す場合にはFINDのみ入力すればよい。このようにして簡単な

検索は行うことができる。

2) 文字列 ABC を含むすべての行を端末に出力する場合。

EDIT 

LIST /ABC/ R 

3) 文字（列）の変更。 AをBK変更する。
EDIT 

V R 

EDIT 

C /A/B/ R 
行番号 1Dから 50000(5000行）の＝ Aをすべて AEに変更する。

鱈

C IO 50000 /=A/AE/ALL R 

行番号 10から 20 00 0までのDERをすぺて削除する（空白忙する）。

EDIT 

C 10 20000 / DER / /ALL R 

4) 行の削除。 1行目から 10行目までをすべて削除する。

謳

TOP R 

EDIT 

DELETE * 10 R 

TOP OF DATA SET 

5)文字（列）の追加、行番号 100のLESEをLESENvc変更する。

皿
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C 100 / LESE / LESEN / @ 

5000行以内のデーク全部について同様の変更をする場合 (GEHT→GEHEN).

醐

C 10 50000 

L
 

/ GEHT / GEHEN /ALL R
 その他、デークセットの内容を見る場合。

E 
R 

行番号 100から 200までの内容を見る場合。

四

L 100 200 @ 

12. FIB、ショブ

デークおよびプログラムがすでにデークセットに入っている場合には、計算は数枚の制御ヵードの

みによって行うことができる。しかし、センクーに行くまでもなく、 TSS端末によってこれらの制御

カードを読み込ませ、計算を行うことができる。このジョブを FIBジョプと呼んでいる。次KFIB

ジョプの一例を示す。

READY 

EDIT ABCD 

INPUT 
g//  
g//  

“// 
饂 I/
螂 I/
匈

NEW CNTL R 

A003601 JOB F0036, TANAKA R 
EXEC PLI X CLG @ 

PLI • SYSIN DD DSN = F0036 ・INDEX・ PLI, DISP = SHR 
GO・ SYSIN DD DSN = F0036 ・ABC・ DATA, DISP = SHR 

麿
旦
SUBMIT R 

A003601 SUBMITTED 

A003601 JOB ACCEPTED 

READY 
STATUS F0036 R 

JOB STATUS JOBNAME 
ACCEPTED 

SYSOUT A003601 

READY 
OUTPUT A003601 PRINT (XYZ) R 

(1) 

(2) 

(3) 

麿
(4) 
(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 
{10) 
{11) 

(12) 

(13) 
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計算結果は再びデークセット (F0036 • XYZ • OUTLIST) としてディスクに出力される。その

内容を見る場合にはEDITモードで LISTすればよい。

(1) : (2)から(6)までを内容とする新らしいデークセット ABCD • CNTL をつくる。

(2)--{6)：センクーで入力するときと同じ制御カードの内容。

(7) : (2)から(6)までをひとつのジョブとしてセンクーに計算依頼する。

(8) :受付のメッセージ

(9) :処理状況を問い合わせる。 0りの右にジョブ名があればまだ終了していない。 02)o)右にあればすで

に終了している。

(13 ：出力結果を見るだけでよければ、 OUTPUT A003601 とする。しかし、いったんディスクに

入れておいて、必要に応じて取り出すようにしたければ、その右側に PRINT(XYZ)とする。

XYZは任意の名前でよい。デークセットのクイプは自動的に OUTLISTがつけられる。すなわ

ち新しいデークセット F0036• X Y Z • OUTLISTができる。この内容を見る場合には次のよ

うになる。

READY 

EDIT XYZ • OUTLIST @ 

叫

L
 

R
 66 STINGY PRINTER (791206) DATE 10/11/80 TIME 15:20:58 (Indexの例）

war 9, 10, 11, 13, 14 waschen 31 
15, 16, 17, 18, 19 Waschhaus 40 
20, 22, 23, 24, 25 Wassers 12 
26, 29. 30, 31, 32 wat 14 
33, 34, 35, 36, 37 Wechsel 24 
38, 39, 41, 42, 43 weder 47 
44, 46, 47, 48, 49 Weg 39, 40 

ward 15, 34, 40, 45 Weges 44 
waere 21, 24, 27, 32, 38 Weglassung 17 
waren 9, 10, 11, 12, 16 Wegraeumen 43 

17, 18, 22, 24, 26 weil 15, 24, 34 
30, 31 ’ 36, 39, 40 Weib ， 
41, 43, 46, 49 Weile 43 

waeren 25, 32 Weine 31 
warf 9, 40, 47, 48 Weinhaendler 19, 25, 40 
warmer 13 Weise 10, 17, 28, 46 
warte 20, 23 Weisheit 13 
wartet 22, 38 wei$ 13, 23, 24, 27, 30 
wartete 43 36, 41, 45, 48 
warum 14, 21, 30 wei$e 12, 20, 22, 40, 45 
was 9, 13, 14, 16, 17 49 

19, 20, 21, 24, 25 wei$en 10, 11, 18, 23, 33 
27, 28, 29, 30, 40 wei$lackierten 9, 12, 39 

41 ’ 47, 48, 49, 50 wei$t 14 
Wasserflut 41 Wei $wein-bouteille 25 
waschbaren 11 
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13.索引の利用

文法上のさまざまな問題に対して具体的な用例をあげる場合には、索引が大いに役立つ。例えば

（ 注）．
「werden十不定詞」の形式 について用例を調べたい場合には、まず werdenの用例を調べ、

当該の形式に用いられたものかどうかを見ればよい。具体的な例を示すと、Th.Mannの，，Budden・

brooks" 第1部には werden の用例が次の通り出てくる。

ward 6 worden 5 

werde 7 wurde 8 

werden 8 wurden 2 

wird 13 wi.irde ， 
wirst 1 wtirden 2 

geworden 10 

合計 71 回

このうち「 werden十不定詞」の形式に用いられる可能性があるのは 29例であるから、これにつ

いてのみ調べればよいことになる。索引にはこれらの語形が現われるページ数が示されているから、

テキストを見て当該用法であるかどうかを確認すればよい。

このような研究の補助手段として、テクストのすべての語形の索引リストが必要である。このよう

なリストを数多くのテクストについて作成することによって、言語の研究はきわめて能率的になるで

あろう。

単に能率的になるばかりではない。用例が組織化されているということは重要なことであり、ある

問題の証明に用いられる用例が出所不明であるとか、好都合なものだけを集めたというのでは信頼性

が損なわれる。こうした意味においても、言語の研究にはテクストの索引や頻度リストが是非とも必

要であるといわなければならない。

今日の段階ではテクストのデーク化はまだ多くの人手を要するが、しかしこの点は将来改善される

余地があるし、いったんデーク化されたテクストは多数の研究者によって共同利用ができ、複製する

ことがきわめて簡単にできるから、その利用効果は相対的にみて、決して小さくないということがで

きよう。
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用 語 解 説

CPU Central Processing Unit 

ジョプ 計算機に処理させる作業の単位

（中央処理装置）

TSS Time Sharing System （時分割方式）

端末 Terminal。キャラクク・ディスプレイ型端末と、クイプライク型端末とがある。い

ずれも電話回線によって計算機に接続される。

デークセット デークやプログラムなどの集合単位。普通、直接アクセス装置上に格納されるか、磁

気テープに格納されている。

REGION 仮想記憶領域。その大きさの単位はキロバイト (KB)。 1バイトは1文字に相当する。

LP 高速印字装置 (LinePrinter) 

FIB Foreground Initiated Background 

注 浜川祥枝教授（東京大学）の論文：「時称」と「話法」のあいだ＿現代ドイツ語におけ

る「 werden十不定詞」の形式について一―ー。

この論文においては Th.Mannの作品，，Buddenbrooks" ,,Bekenntnisse des Hochstap-

lers Felix Krull",,Der Zauberberg"の中にあらわれた約 150 0 の用例が考察の対象と

され、あげられたすべての例文についてその頁数が示されている。




